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2020年の『高校生ものづくりコンテスト』、『若年者ものづくり競技大会』、『全国高校生プログラミングコンテスト』は開催中止になりました

各校のプレゼンやデモを自由に見学できるバーチャルイベントも配信された
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BCN ITジュニア賞は、技術立国日本の明日を担う若い世代にものづくりの情熱を伝え、
IT業界に多くの優秀な人材を迎え入れるために、ITを学ぶ優秀な若者たちを表彰する
制度です。NPO法人ITジュニア育成交流協会と協力しながら、青少年を対象とした五
つの全国レベルのITコンテストで最優秀賞に輝いた方々を表彰しています。2006年の
創設以来、300人を超える若者たちをIT業界の大人たちの前で称えてきました。

BCN ITジュニア賞 2021

2021

最終審査会に残った皆さん

プログラミングやものづくりを学ぶ高等専門学校生が集う。
課題・自由部門の審査は創造性、独創性を重視する。

かつて経済産業省が主催していた「U-20プログラミング・
コンテスト」を、一般社団法人コンピュータソフトウエア協
会が引き継いだ際に対象年齢を拡大。応募作品が急増中だ。

（主催：U-22プログラミング・コンテスト実行委員会）

U-22プログラミング・コンテスト

（主催：一般社団法人全国高等専門学校連合会）

全国高等専門学校プログラミングコンテスト



国立東京工業高等専門学校

藤巻 晴葵
藤川 興昌
吉澤 輝
宮本 明
吉倉 勇介

門脇 斎斗
田中 颯太
山口 翔太
石井 晃斗
石井 泰斗

第31回高専プロコンは、苫小牧工業高等専門学校を主管校とし
て2020年10月10・11日の２日間、初めてオンラインで開催され
た。今回は課題部門と自由部門のみ。昨年に引き続き東京工業高
等専門学校が２年連続で全部門制覇を達成し、２チームが文部科
学大臣賞を受賞した。

第31回全国高等専門学校
プログラミングコンテスト

2020年11月29日、U-22プログラミング・コンテスト2020 最終審査会が開催され、41回目を数える今回
は、初めてのオンライン開催。プレゼンテーションを含めた審査会の模様はニコニコ生放送で配信され、総
合・プロダクト・テクノロジー・アイデアの４カテゴリで経済産業大臣賞を受賞する作品が選考された。2020年の『高校生ものづくりコンテスト』、『若年者ものづくり競技大会』、『全国高校生プログラミングコンテスト』は開催中止になりました

U-22プログラミング・コンテスト2020

ぷらんとこれくしょん
―体験型植物観察学習システム―制作チーム

Kiseki Sketch 
―あなただけの地上絵を―制作チーム
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西村 太雅　野田 都里人

AIを用いた自動車運転能力測定装置 
東京医科大学

坂井田 逸斗

3 密チェッカー 
愛知工業大学情報電子専門学校

越智 晃瑛

点体望遠鏡 
守山市立速野小学校

鶴田 慈貴

deepMusa
富士市立富士南中学校



BCN ITジュニアU-16賞 2021
『BCN　ITジュニアU-16賞』は、各都道府県でおこなわれる16歳以下対象のプログラミング大会で優勝（最優秀賞）した、
プログラミングが大好きな“未来のITジュニア”の皆さんを称える賞です。

2021
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第2回U-16プログラミングコンテスト福岡大会
最優秀賞 杉山 蒼葉8第5回U-15プログラミングコンテスト愛媛大会

優勝　北山 蓮7

第1回U-16プログラミングコンテスト阿南大会
優勝　近藤 彰6

第4回U-16プログラミングコンテスト三重大会
最優秀賞　長島 希果　　 最優秀賞　吉髙 僚眞4第3回U-16プログラミングコンテスト和歌山大会

優勝　山下 瑠菜5  



　『U-16プログラミングコンテスト』は、2011年に北海道旭川市で誕生しました。大学、

高専や工業高校でプログラミングを学ぶ学生・生徒さんが、地域の小・中学校生にプログ

ラミングを教えるという素晴らしいスキームです。それを周囲で支える先生や企業の人た

ちは、プログラミングを学ぶ、教える子どもたちの吸収力に驚き、交流のあったITジュニ

ア育成交流協会は、そのスキームと地域を盛り上げる熱意に共感し、他の地域へ開催をお

勧めする活動を始めました。各大会は、プログラム対戦競技『CHaser』やプログラミング

を使った作品で開催され、協会は優秀者に『BCN　ITジュニアU-16賞』を授与し、IT業界

の皆様に広くご紹介、支援を呼びかけています。今年はオンラインで開催します。

　2020年はコロナ感染防止が最優先、異例の一年になりました。準備していた第１回の

開催を断念せざるをえなかったり、急遽オンライン開催に変更したり、学校では授業が遅

れて夏休みが短縮されたり。こうした不測の環境のなかで開催された大会は皆さんの熱意

の賜物です。参加した子供たちの笑顔が忘れられません。
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第7回U-16プログラミングコンテスト北海道大会
優賞　菊地 結翔1

第3回U-16山梨プログラミングコンテスト
最優秀賞　堀江 晃太郎2

　 　 　 　
第3回U-15長野プログラミングコンテスト3 〔小学生部門〕
優勝　小田切 一樹

〔中学生部門〕
優勝　小林たいち

第10回
U-16旭川

プログラミングコンテスト

1-1

第8回U-16
プログラミングコンテスト

釧路大会

1-2

第2回U-16
プログラミングコンテスト

函館大会

1-4

第3回U-16
プログラミングコンテスト

札幌大会

1-3



2021 U-16プロコンは
小・中学生のプログラミング学習支援活動です

※『U-16プロコン』は16歳以下対象という意味です。地域の事情に合わせ15歳以下（U-15）、12歳以下（U-12）として開催する大会も含めます。

U-16プロコンへのいざない
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　BCNとNPO法人ITジュニア育成交流協会は、小・中学生の

プログラミング学習支援に関心を持つ方に『Ｕ-16プログラミ

ングコンテスト』をご紹介しています。

　新型コロナウイルス感染防止でオンライン授業やテレワー

クが広く導入され、生活の中でICTへの意識が一気に高まり

ました。文部科学省を中心に推進されているICT教育も、現

場の学校では取り組みに大きな格差があり、実際は学校外か

らの有志による支援が大きな役割を果たしています。

　各地で様々な取り組みが行われていますが、『U-16プロコン』

はプログラミングを教えてくださる先生等を中心に、地元を

愛する方々の支援で小規模スタートし、徐々に大きくなって

いくケースがほとんどです。ご興味がある方は、ぜひITジュ

ニア育成交流協会までお問合せください。（info@ajitep.org）

　プログラミングを楽しく学ぶ機会を多くの子どもたちに！

大会開催
北海道・長野・山梨・愛知・三重・和歌山・愛媛・徳島・福岡

開催準備
千葉・埼玉・東京・新潟・岐阜・山口・沖縄



NPO法人  ITジュニア育成交流協会
Association for Junior IT Engineer Program

h t t p s : / / w w w. a j i t e p . o r g

ITを学ぶ若者＝ITジュニアの育成活動を支援する特定非営利活動法人です。

2005年に東京都の認証を受け、関連する専門家や教育機関、研究機関、

IT関連企業と連携し、教育現場に対してさまざまな支援を行っています。

Computer
Communication
of the World

CCW

株式会社オービックビジネスコンサルタント

キューアンドエー株式会社

クオリティソフト株式会社

クリプトン・フューチャー・メディア株式会社

さくらインターネット株式会社

株式会社サードウェーブ

サンワサプライ株式会社

株式会社シー･シー･ダブル

JBCCホールディングス株式会社

Sky株式会社

株式会社セールスフォース・ドットコム

データ・タング株式会社

日興通信株式会社

日本AMD株式会社

日本事務器株式会社

株式会社バッファロー

株式会社PFU

株式会社プロシップ

株式会社アイ･オー･データ機器

株式会社アイサイト

株式会社網屋

株式会社インターコム

エレコム株式会社

株式会社オークファン

株式会社Project White

弥生株式会社

株式会社BCN

（2021年1月現在　五十音順・敬称略）

NPO法人ITジュニア育成交流協会
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法人会員であるIT企業＝協賛企業の皆さまからいただく協賛会費によって支えられています。



「ものづくりの環」の詩

ものを使う人がいます

ものを売る人がいます

ものをつくる人がいます

いつの時代も私たちは生活の心地よさを求めます

その意が新しいものを生みます

使う人、売る人、つくる人──

私たちは、「ものづくりの環」のなかで

すべての人の心が豊かになることを願っています

おもい

技術は市場を創造します

市場の成長は、明日の社会の原動力となります

こうした循環を支えるものこそ、情熱を抱いた

若者たちにほかなりません

私たちが思い描くのは、プロのIT技術者たちと

若者たちがものづくりにかける夢と情熱を共有で

きる舞台の実現です

そして、その場での経営者トップからの激励

によってITに取り組む情熱の炎が若者たちに 

受け継がれることを希求します

BCN ITジュニア賞の意義


